
私立学校初任者研修地区研修会については、研究所HP
や動画等での紹介も行っております。詳しくは右記の
QRコードからご確認ください。

私立学校初任者研修は私立学校に新たに採用された先生～教員歴 5年程度の先生を対象とした研修会
です。東北地区研修会は青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島の各県から毎年多くの先生方が参加し、
研鑽を積んでいます。

令和 3年度参加者で、ワークショップ Bグループ 3班こと『肉チーム』の先生方。ポーズと笑顔が素敵です。
勤めている学校はそれぞれ異なりますが、2泊 3日の研修会で築き上げた絆は、この筋肉と同じく鋼に匹敵する
強さを誇ります。

私学へようこそ！
～私立学校初任者研修東北地区研修会のご案内～

令和 4年  8 月 3 日（水） ～ 8 月 5 日（金）

仙台ガーデンパレス（宮城県仙台市）

参加をご希望の場合は、別紙「実施案内」の参加申込書を
日本私学教育研究所宛に郵送または FAX で送信してください。
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参加者の声

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
の
発
表

　

東
北
地
区
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
実
施
す
る

グ
ル
ー
プ
内
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
研
修
会
最
終

日
に
は
「
グ
ル
ー
プ
報
告
」
の
時
間
が
あ
り
、「
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
の
時
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
話
し

合
っ
た
内
容
を
、
全
体
の
前
で
報
告
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
個
人
↓
グ
ル
ー
プ
内
↓
研
修
会
参
加

者
全
体
」
と
、
徐
々
に
規
模
や
視
野
を
を
広
げ
つ
つ
、

研
修
会
で
取
り
扱
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
他
校
か
ら

の
参
加
者
の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
実
践
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
同
時
に
、
普
段
の
自
身
の
教
育
活
動
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
今
後
の
教
育
活
動
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
省
察
」・「
実
践
」
と
聞
く
と
、
既
に
お
読
み
に
な
っ

た
先
生
が
ほ
と
ん
ど
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
ド
ナ
ル
ド
・

シ
ョ
ー
ン
の
『
省
察
的
実
践
と
は
何
か
』
や
『
専
門
家

の
知
恵
ー
反
省
的
実
践
家
は
行
為
し
な
が
ら
考
え
る
』

な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
先
生
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
身
の
行
為
を
省
察
し
実
践
を
通
し
て
知
識
を
生
成
す

る
新
し
い
専
門
職•

・。
自
ら
の
教
育
活
動
と
い
う「
行
為
」

を
省
察
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
大
い
に
学
び
、
終
了

後
に
は
多
く
の「
実
践
」を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が「
教

師
」
と
い
う
「
専
門
職
」
に
お
け
る
学
び
と
な
り
ま
す
。

東
北
地
区
研
修
会
が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
が
「
東
北
地
区
の
私
学
を
盛
り
上

げ
る
一
員
」
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

さ
て
、
難
し
い
話
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
堅
苦

し
く
考
え
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
研
修
会
に
参
加
し

た
ら
、
ま
ず
は
こ
の
東
北
地
区
研
修
会
で
出
会
っ
た
私

学
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
終
了
後
も
連
絡
が
取
れ
て
、
情
報
交
換
が
で
き

る
よ
う
な
・
支
え
合
え
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
学
で
は
公
立
と
は
異
な
り
、
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
勢
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
転
勤
が
無
い
の
は
じ
っ

く
り
と
働
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
同
時
に
、
マ
ン
ネ

リ
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
研

修
会
で
作
っ
た
ヨ
コ
の
繋
が
り
が
、
マ
ン
ネ
リ
を
打
破

す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
同
じ「
私
立
学
校
の
世
界
」

で
働
く
仲
間
同
士
が
学
び
合
え
る
場
・
交
流
を
深
め
る

場
・
こ
れ
か
ら
の
私
学
の
発
展
を
担
う
初
任
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
、
初
任
者
研
修
が
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
、
ま
ず
は
ぜ
ひ
研
修
会
に
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
東
北
地
区
の
仲
間
が
皆
さ
ん

を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
よ
。

↑閉会式では修了証が授与されます。
参加された先生方のこれからの活躍を
期待しています！

←最終日にはグループ毎に、
ワークショップで話し合っ
た内容について発表を行い
ます。正解はありません。け
れど、他のグループの意見
を元にさらに学びを深める
ことができます。

私
学
の
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に

私学教員は他校の先生と交流する機会が少ないうえ、
近年はコロナ禍で校内の先生との交流も少なくなってい
ると思います。私立学校初任者研修東北地区研修会は、
東北各県の様々な先生と一緒にワークショップ（グルー
プワーク）や交流をすることができる貴重な機会です。
普段は学校での職務に追われ、なかなか話すことのない
教員としての在り方・考え方など多くのことについて意
見を交わすことができます。
　講義では私学人としての心構えや授業づくり、保護者
対応、発達障がいのある生徒への対応などを学ぶことが
できました。講義終了後にはグループの先生と講義の内
容について議論を交わします。全講義終了後には全体発
表会があり、グループで議論したことを発表することで、
他のグループでどのような議論が行われたかを知ること
ができます。
　講義や他校の先生との交流を通して知見を広げ、今後
に活かすことができる良い機会となりました。今回の東
北地区研修会で得た知見や経験をこれからの教育活動に
還元できるように、頑張って行きたいと思います。

令和 3年度　参加者
日本大学山形高等学校
星名　始　先生
（情報科）



↑ワークショップのワンシーン。ご覧ください！この真剣な表情を！東北の先生方の「温かい人柄」だ
けでなく、内に秘めた「教育への熱い想い」が伝わってきませんか？

↑もちろん、研修会はワークショップだ
けではありません。私学に勤める「私学人」
のための講義など、様々な講義がありま
す。

ワ
ー
ク
シ
ョ
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学
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東
北
地
区
研
修
会
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
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私
立
学
校
初
任
者
研
修
地
区
研
修
会
は
、
全
国
を

十
五
地
区
に
分
け
て
、
毎
年
６
月
〜
８
月
に
か
け
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
様
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

東
北
地
区
研
修
会
の
最
大
の
特
徴
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
す
。
東
北
地
区
で
は
平
成
２
８
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
研
修
会
全
体
の
約
５
０
％
が
、
こ
の
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

研
修
会
参
加
前
に
提
出
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事

前
レ
ポ
ー
ト
」
も
含
め
れ
ば
、
か
な
り
の
時
間
を
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
費
や
す
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
何
故
、

こ
こ
ま
で
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
力
を
入
れ
て
い
る

の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は
き
ち
ん
と
し
た
理
由
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
を
知
る
こ
と
で
、「
校
長
先
生
に

言
わ
れ
た
か
ら
仕
方
な
く
参
加
す
る
ん
で
す
」
と
い
う
、

ち
ょ
っ
と
後
ろ
向
き
な
先
生
で
も
、
充
実
し
た
研
修
会

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
「
研
修
会
」
と
聞
く
と
、「
講
師
の
話
を
聞
く
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
誰
も
が
持
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
東
北
地
区
研
修
会
で
も
講
師
の
先
生
に
よ
る
講

義
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
単
に
講
義
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、「
そ
の
講
義
の
内
容
に
即
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
う
」
と
い
う
の
が
、
東
北
地
区
の
特
徴
で
す
。

　

ま
ず
事
前
レ
ポ
ー
ト
で
普
段
の
教
育
活
動
を
振
り
返

り
つ
つ
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
次
に
研
修
会
で

講
師
の
講
義
を
聞
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。
そ
し
て
講

義
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
話
し

合
い
を
行
う
こ
と
で
、
事
前
レ
ポ
ー
ト
作
成
時
の
自
分

の
考
え
や
、
講
義
で
学
ん
だ
事
柄
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

た
り
・
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
学
び
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
講
義
と
連
動
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
普
段
の
実
践
を
踏
ま
え
つ
つ
省
察
的
に
学
び

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

講
義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
連
動

↑講義を受けたら、その後にその講義の
内容についてワークショップを行いま
す。講義を受動的に聞くだけでなく、ワー
クショップを通じて能動的に学びます。

⇨



一般財団法人 日本私学教育研究所
〒 102-0073　東京都千代田区九段北 4-3-8 市ヶ谷 UNビル 6階

TEL：03-3222-1621　FAX：03-3222-1683　研究所HP：https://www.shigaku.or.jp

講師からのメッセージ

委員からの歓迎の言葉

研修4「発達障害ー特に読み書き障害の
背景とその支援」担当

尚絅学院大学　　小池 敏英　特任教授

一般財団法人日本私学教育研究所
私立学校初任者研修地区運営委員（宮城県）

仙台城南高等学校　校長　伊藤　俊

　令和 4 年度の私立学校初任者研修東北地区研修会を仙台市で開催
いたします。
　これまで、各私立学校は建学の精神のもと、独自の特色ある教育を
掲げ、地域や生徒・保護者から信頼される学校教育はもとより、次
代を担う人材の育成に努めてきました。
　しかしながら、社会や教育を取り巻く環境が急速に変わろうとし
ている状況にあり、これまでパイロット役として役割を果たしてき
た私学教育に対する期待は益々大きなものとなっています。
　学校を支えているのは組織であり、それを構成している先生方一
人ひとりの力量です。今後、学校を支えることになる東北地区の若
い先生方が、勤務校は違うものの一堂に会し、自分が考えるこれか
らの私学教育の在り方や将来の教師像などについて互いに語り合う
ことは大変有意義であり、まさに初任者研修会の狙いです。
　仙台七夕まつりを間近に控えた杜の都仙台で、多くの先生方のご
参加をお待ちしております。

　中・高学校生に対する支援の難しさは、生徒の持つ困難が多様である、
という点にあります。生徒は、中学校やその先の学校生活について不安感
を持つと、学校生活に対して消極的になり、その結果、困難の軽減や改善
への取り組みに対して、積極的な姿勢が難しくなります。
　今回の講座では、特に読み書き障害の背景とその支援について述べま
す。読み書き困難の背景要因に関する研究から、言語性ワーキングメモリ
の関与が大きいことが分かってきました。これより言語性ワーキングメモ
リの弱さに対する支援は大切です。教材の視覚的イメージを高めることに
より、言語性ワーキングメモリへの依存が減り、習得が容易になります。
講座では具体的な手続きについて説明いたします。




